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１．はじめに 

奈良国立大学機構（以下「本機構」という。）は、人権を尊重し、学生及び教職員が安

心して教育・研究・業務に従事できる環境の確保に努めています。 

また、本機構は、学生、保護者、受験生、卒業生、地域住民、取引先その他本機構に関

係する方々（以下「関係者等」という。）からの意見・要望・苦情を重く受け止め、誠実

かつ真摯に対応します。 

しかしながら、これらの意見・要望等の中には、社会通念上相当な範囲を超える言動に

より、教職員の就業環境又は教育研究環境が害される事案も見受けられます。 

このような状況を踏まえ、本機構は、関係者等に対する適切な対応を行うとともに、教

職員の安全及び健全な教育研究環境を確保するため、本方針を定めます。 

 

２．本機構におけるカスタマーハラスメントの定義 

本機構におけるカスタマーハラスメントとは、関係者等からの意見、要望又は行為のう

ち、当該意見、要望、行為に含まれる要求の内容に照らして、当該要求を実現するための

手段・態様が社会通念上不相当なものであって、当該手段・態様により、教職員の就業環

境又は教育研究環境が害されるものをいいます。 

 

３．本機構におけるカスタマーハラスメントに該当する行為の例 

カスタマーハラスメントに該当し得る行為の例は、次のとおりです。ただし、これらに

限られるものではありません。 

（１）身体的又は精神的攻撃 

・暴行、傷害等の身体的攻撃 

・脅迫、暴言、誹謗中傷、侮辱、人格否定 

・SNS やインターネット上での誹謗中傷 

（２）威圧的又は差別的言動 

・威嚇、恫喝、大声による威圧 

・差別的言動、性的言動 

（３）過度又は不当な要求 

・不当な謝罪や処分の強要 

・不合理な金銭補償の要求 

・成績評価、入試結果、教育内容等への不当な介入 

（４）拘束的行為 



・⾧時間にわたる対応の強要 

・繰り返し又は執拗な電話、メール、面談の要求 

・居座り、不退去 

（５）その他の不適切な行為 

・無断での撮影、録音その他プライバシー侵害行為 

・業務の適正な遂行を妨げる行為 

 

４．本機構におけるカスタマーハラスメントへの対応 

本機構は、関係者等からの意見・要望に対し、誠実かつ真摯に対応します。また、本機

構に不備が認められる場合には、適切に説明し、必要に応じて是正を行います。そのた

め、今後の改善に資することを想定し、録音等をさせていただく場合があります。 

一方で、カスタマーハラスメントに該当すると判断される行為に対しては、原則として

以後の対応をお断りします。また、特に悪質と判断した場合には、警察、弁護士等のしか

るべき機関と連携し、厳正に対処します。 

 


